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一
三
七
頁
、
一
六
四
頁
〜
一
六
五
頁
。
な
お
、
二
〇
年
後
の

『
限
界
を
超
え
て
』
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
―
「
限
り
あ
る
地

球
で
急
激
な
成
長
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
現
段
階
で
、
無
条
件
賛

成
あ
る
い
は
無
条
件
反
対
の
立
場
で
成
長
を
論
じ
て
も
意
味

が
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
何
の
、
誰
の
た
め
の
成
長
で
、
い

つ
ま
で
続
く
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
コ
ス
ト
を
誰
が

払
う
の
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
現
在
の
真
の
ニ

ー
ズ
と
は
何
な
の
か
、
そ
し
て
そ
の
ニ
ー
ズ
を
最
も
直
接
的
、

か
つ
効
率
的
に
満
た
せ
る
方
法
と
は
何
な
の
か
を
問
う
こ
と

で
あ
る
」（
Ｄ．
Ｈ．
メ
ド
ウ
ス
他
『
限
界
を
超
え
て
』
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
一
九
九
二
　
五
〇
頁
〜
五
一
頁
）。「
必
要
な
の
は
成

長
で
は
な
く
発
展
で
あ
る
。
発
展
も
物
質
的
拡
大
を
要
す
る

以
上
、
あ
く
ま
で
公
正
で
、
無
理
の
な
い
、
持
続
可
能
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
書
　
二
九
六
頁
）

（
※
９
）
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
、
前
掲
書
　
二
〇
頁
、

六
七
頁
、
四
〇
四
頁
、
四
〇
五
頁

（
※
10
）「
我
々
は
本
書
が
、
多
く
の
研
究
分
野
と
世
界
中
の
多
く
の

国
々
に
お
い
て
、
人
々
が
そ
の
関
心
の
時
間
的
、
空
間
的
境

界
を
拡
大
し
、
偉
大
な
転
換
期
―
成
長
か
ら
全
般
的
均
衡
へ

の
―
を
我
々
と
と
も
に
理
解
し
、
そ
れ
に
備
え
る
た
め
の
刺

激
剤
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
」（
Ｄ．
Ｈ．
メ
ド
ウ
ス

他
『
成
長
の
限
界
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
一
九
七
二
一
二
頁
）

（
※
11
）
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
、
前
掲
書
　
四
〇
四
頁

（
※
12
）
そ
れ
ま
で
の
「
開
発
か
環
境
か
」
か
ら
「
持
続
可
能
な
発
展
」
へ

（
※
13
）
国
際
自
然
保
護
連
合
・
国
連
環
境
計
画
・
世
界
自
然
保
護
基

金
『
か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
大
切
に
』（
小
学
館
一
九
九
二
）

三
二
七
頁
〜
三
二
八
頁

（
※
14
）「
持
続
可
能
な
社
会
」
は
「
持
続
可
能
な
開
発
」
を
と
お
し
て
実

現
さ
れ
る
。
同
書
　
二
五
頁

（
※
15
）
同
書
　
一
九
頁

（
※
16
）
同
書
　
二
〇
頁
参
照

（
※
17
）
同
書
　
一
八
頁

（
※
18
）
同
書
　
二
〇
頁
、
三
七
頁

（
※
19
）
同
書
　
三
七
頁

（
※
20
）「
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
は
気
候
を
形
成
し
、
大
気
と
水
を
浄
化

し
、
水
の
流
れ
を
調
整
し
、
生
態
維
持
に
基
本
的
役
割
を
果

た
す
諸
元
素
を
循
環
さ
せ
、
土
壌
を
作
り
再
生
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
球
を
生
物
が
住
め
る
場
所
に
し
て
い
る
生
態

学
的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
」（
同
書
　
四
八
頁
）

（
※
21
）
同
書
　
二
一
頁

（
※
22
）
同
書
　
五
五
頁

（
※
23
）
同
書
　
二
一
頁

（
※
24
）
同
書
　
七
六
頁

（
※
25
）
例
え
ば
、
温
暖
化
問
題
に
お
い
て
「
世
代
内
の
公
平
性
」
が
な

け
れ
ば
途
上
国
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
な
く
、
し
た
が
っ

て
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
も
な
い

・
・
・

（
※
１
）
こ
の
委
員
会
は
、
各
国
の
閣
僚
級
二
一
人
で
構
成
さ
れ
、
委
員
長

の
名
前
を
冠
し
て
「
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
」
と
も
呼
ば
れ
る

（
※
２
）
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
『
地
球
の
未
来
を
守
る
た

め
に
』（
福
武
書
店
一
九
八
九
）

六
六
頁

（
※
３
）「
開
発
途
上
国
に
狭
く
限
定
さ
れ
た
開
発
で
も
な
く
、
限
ら
れ
た

場
所
で
数
年
間
し
か
維
持
で
き
な
い
開
発
で
も
な
い
、
地
球
全
体

の
開
発
が
は
る
か
未
来
ま
で
持
続
す
る
よ
う
な
、
新
た
な
開
発
へ

の
道
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
我
々
は
認
識
す
る
に
い
た
っ
た
。
つ

ま
り
、『
持
続
的
開
発
』
は
、
単
に
『
開
発
途
上
』
国
の
目
標
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
先
進
工
業
国
の
目
標
で
も
あ
る
」
同
書
　
二
三
頁

（
※
４
）
同
書
　
二
八
頁
、
五
四
頁

（
※
５
）
同
書
　
四
八
頁

（
※
６
）
同
書
　
二
八
頁

（
※
７
）
同
書
　
四
九
頁
、
六
三
頁

（
※
８
）
Ｄ．
Ｈ．
メ
ド
ウ
ス
他
『
成
長
の
限
界
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
一

九
七
二
）、
一
七
九
頁
、
一
八
二
頁
〜
一
八
三
頁
、
一
五
九
頁
、


